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ATLL は 1977 年に日本で発見された治療困難な血液のがんである。基礎研究

により疾患の本態は明らかにされたが、治療法の開発研究は皆無であった。 

演者らは、CCR4 分子が ATLL の特異的マーカー分子であり、予後不良因子で

あることを見いだし、同分子を標的とした抗体医薬の開発に着手した。 

前臨床研究並びに、第Ⅰ相、第Ⅱ相治験を主導し、臨床的有用性を証明した。

2012 年に薬事承認され、ATLL の第一治療選択薬となった。この取り組み

は、抗体作製、前臨床研究、治験、薬事承認、コンパニオン診断薬開発に至る

産学共同研究の新しい方向性を示した。 
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★ 名古屋大学所属の研究者と学生向けの講演です。一般の方はご遠慮ください。 


